
諸

山

縁

起

桜

井

徳

太

郎

校
注

修
験
道
の
成
立
展
開
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
大
和
の
霊
峰
、
大
峯

・
葛
城

・
笠
置
の
縁
起
を
説
い
た
も
の
。
底
本
は
宮
内

庁
書
陵
部
所
蔵
の
九
条
家
旧
蔵
本
で
、
袋
綴
か
ら
な
る

一
冊
、
他
に
類
書
が
み
ら
れ
な
い
。
成
立
年
次
を
確
定
す
る
の
は
む

つ
か
し
い
け
れ
ど
も
、
巻
末
に
慶
政
（九
条
良
経
の
男
、
二
発
―
三
交
）
の
奥
書
が
あ
り
、
ま
た
本
文
中
に
建
久
三
年
全
死
じ

の
年
次
や
、
熊
野
別
当
湛
快
（承
安
四
年
公
〓
じ
寂
）
・
湛
増
（寿
永
ま
た
は
文
治
の
頃
別
当
と
な
る
）
の
名
が
み
え
る
の
で
、

も
し
も
奥
書
の
ご
と
く
慶
政
の
所
蔵
で
あ
る
こ
と
が
確
か
な
ら
ば
、
鎌
倉
初
期
か
そ
れ
以
前
に
編
集
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
。

但
し
三
つ
の
峰
々
に
関
す
る
叙
述
は
不
整
合
で
あ
り
、
各
々
の
文
の
成
立
時
点
に
参
差
の
あ
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
恐
ら

く
各
人
の
手
に
よ
っ
て
成

っ
た
も
の
を
、
後
に
集
大
成
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
金
剛

・
胎
蔵
両
界
の
曼
荼
羅
を
現
実
の
山
岳

に
い
ち
い
ち
比
定
し
、
そ
の
具
体
相
を
略
記
し
て
い
る
の
で
、
平
安
期
に
お
け
る
修
験
者
に
よ
る
山
中
科
撤
の
実
相
を
追
究

す
る
た
め
に
は
、
ま
た
と
な
い
貴
重
な
資
料
と
な
る
。
本
縁
起
の
構
成
は
か
な
り
錯
綜
し
て
い
る
の
で
、
便
宜
的
に
全
体
を

二
十
項
に
分
け
、
本
文
の
各
項
の
初
め
に
（第
○
項
）
と
記
し
た
。
す
な
わ
ち
第

一
項
よ
り
第
十
二
項
、
第
十
五
項
よ
り
第
十

七
項
、
お
よ
び
第
十
八
項
後
半
は
大
峯

・
金
峯
山
（関
連
す
る
役
行
者
の
伝
説
や
熊
野
別
当
次
第
を
含
む
）
の
縁
起

・
記
録
な

ど
、
第
十
三

・
十
四
項
お
よ
び
第
十
八
項
前
半
は
葛
城
山
に
つ
い
て
の
、
第
十
九

。
二
十
項
は
笠
置
山
に
つ
い
て
の
、
縁

起

・
記
録
で
あ
る
。
な
お
刊
本
に
は
図
書
寮
叢
刊

「諸
寺
縁
起
集
」
所
収
の
も
の
が
あ
る
。
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多
筵
嘲
瘍
ポ
衛

記
」
参
照
。
異
な
る
所
を
頭
注
に
示
す
。

吹
越
　
後
世
童
子
の
住
所
は
第
十

一
項
で

は

「多
輸
の
宿
」
と
あ
る
。

多
輪
　
第
十

一
項
で
は

「吹
越
」
と
あ
り
、

後
世
■
子
と
逆
に
な
っ
て
い
る
。

手
巻
　
玉
来
。

香
精
童
子
　
委
正
童
子
。

輸
増
童
子
　
投
始
■
子
。

五
岳
仙
　
―
袖

一
代
峯
縁
起
　
↓
補

道
賢
　
―
九
二
頁
袖

「
日
蔵
」

大
倭
国
　
大
和
国
（奈
良
県
）
に
同
じ
。

信
山
　
太
詳
。

白
鳳
十
二
年
　
―
補

挙
登
　
尿

登
」
の
誤
写
か
。
以
下
同
。

生
中
　
第
一
六
項
に
、
役
行
者
が
ｔ
度
生

を
か
え
、
前
生
の
骸
骨
を
見
た
こ
と
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
る
。

金
剛
界
峯
…
　
↓
補

笠
置
優
　
―
補

補
処
の
弥
勒
慈
尊
　
↓
補

胎
蔵
界
峯
…
　
第
十
六
項
の

「熊
野
山
」

の
条
に
よ
れ
ば
、
熊
野
を
さ
す
か
。

二
部
　
金
剛
界

・
胎
蔵
界
の
両
部
に
蘇
悉

地
法
を
加
え
て
い
う
。
台
密
で
称
す
。

上
宮
太
子
　
聖
徳
太
子
。

馬
悩
。
瑯
璃
。
宝
石
の
一
種
。

一
一一一エハ

大
峯
の
金
剛
童
子
の
御
名

吹
越
　
後
世
童
子
。
グ
貯
　
除
魔
童
子
。
水
飲
　
慈
悲
童
子
。
＃
饗
　
悪
除
童
子
。
篠
　
針
光
童
子
。
深

山
　
香
精
童
子
。
禅
師
　
検
増
童
子
。
笙
巌
　
虚
空
童
子
。

五
岳
仙

地
主
仙
、
持
経
仙
、
ポ
熙
仙
、
如
意
仙
、
摩
尼
仙
。

三
百
の
仙
人
の
内
、
五
岳
仙
を
以
て
上
首
と
な
す
。

（第
十
九
項
）

ゴ
ち鷹鴫
犠
続
ご
　
　
仏
子＊還
町
、
今
聡
薦
と
号
す
。

そ
れ
大
倭
国
の
東
北
の
初
を
以
て
高
山
あ
り
。
名
を

一
代
峯
と
日
ふ
。
前
後
に
信
山
あ
り
。
そ
の
中
に

禅
僧
の
数
五
百
余
人
あ
り
。
こ
れ
則
ち
他
人
に
非
ず
。
弥
勒

・
観
音
の
化
身
な
り
。
こ
こ
に
役
優
婆
塞
は

金
剛
山
の
行
者
な
り
。
去
る
白
鳳
十
二
年
の
夏
四
月
十
二
日
を
以
て
、
始
め
て
こ
の
峯
に
挙
登
し
修
行
す
。

生
中
の
間
第
七
度
な
り
。
そ
も
そ
も
今
の
こ
の
行
者
は
、
昔
は
大
倭
州
の
聖
人
、
今
は
大
唐
国
の
第
三
の

仙
人
、
金
剛
山
の
法
起
菩
薩
な
り
。＊鋭
旺
獄
役
「
果
曼
茶
羅
ヽ
鐘
ゲ
配
は
パ
聖
慮
篠
薙
。
薦
晨
魁
犠
　ヽ
一

代
峯

・
笠
僣
握
は
補
処
の
弥
勒
慈
尊
。
騰
薦
獄
役
、
因
曼
茶
羅
な
り
。
二
部
の
秘
法
の
峯
か
く
の
如
し
。

一
代
峯
の
極
め
の
事
は
金
峯
山
縁
起
に
垂
れ
ら
る
。
今
こ
の
峯
に
仙
宮
六
所
あ
り
。
こ
れ
に
因
り
、
上

官
太
子
、
如
法
経
五
部
を
書
写
す
る
に
、　
一
所
に
安
置
し
、
七
重
の
馬
悩
の
石
塔
を
造
り
て
そ
れ
に
内
め

給
ふ
。
そ
の
塔
の
本
に
黒
自
の
石
あ
り
。
そ
の
数
を
知
ら
ず
。
こ
こ
に
役
行
者
、
随
喜
の
意
を
至
し
て
信



Ｆ
静
さ
れ
て
い
る
．

・住
鵬
界
■
…
　
―
補

笠
量
睡
　
―
袖

補
処
の
弥
勒
慈
尊
　
↓
補

胎
蔵
界
峯
‥
　
第
十
六
項
の

「熊
野
山
」

の
条
に
よ
れ
ば
、
熊
野
を
さ
す
か
。

二
部
　
金
剛
界

・
胎
蔵
界
の
両
部
に
蘇
悉

地
法
を
加
え
て
い
う
。
台
密
で
称
す
。

上
宮
太
子
　
聖
徳
太
子
。

馬
悩
。
翡
璃
。
宝
石
の
一
種
。

兜
率
天
　
欲
界
六
天
の
う
ち
の
第
四
天
。

そ
の
内
院
は
、
将
来
仏
と
な
る
菩
薩
の
住

処
で
、
現
在
は
弥
勒
菩
薩
が
説
法
し
て
い

る
浄
上
で
あ
り
、
四
十
九
の
摩
尼
宝
殿

（四
十
九
院
）が
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
往

生
し
よ
う
と
す
る
兜
率
上
生
信
仰
が
広
く

行
な
わ
れ
た
。
外
院
は
欲
界
の
天
衆
の
い

る
所
で
、
浄
上
で
は
な
い
。

知
足
天
　
兜
率
天
に
同
じ
。

僅
か
に
二
百
余
歳
　
白
風
十
二
年
か
ら
延

喜
八
年
■
で
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
阿
娑

縛
抄
に
は

「経
ｉ
一百
余
歳
こ
。

延
喜
八
年
…
　
九
〇
八
年
。
↓
補

十
二
時
　
一
昼
夜
。

僅
か
に
四
百
余
歳
　
阿
娑
縛
抄
に
は
「経
ニ

四
百
余
歳
こ

と
ぁ
る
。

天
魔
　
天
子
魔
。
他
化
自
在
天
（欲
界

の

第
六
天
）
に
住
む
魔
で
、
仏
法
を
さ
ま
た

げ
人
の
手
事
の
邪
魔
を
す
る
。

生
々
世
々
　
生
れ
か
わ
り
死
に
か
わ
り
し

て
、
未
米
に
幾
千
万
も
の
世
を
経
る
こ
と
。

虚
空
蔵
の
石
屋
の
竜
穴
　
―
補

洛
叉
　
梵
語
の
音
写
。
数
の
単
位
で
、
十

万
と
さ
れ
る
。
密
教
で
陀
羅
尼
を
唱
え
る

数
を

一
洛
又

・
三
洛
叉
な
ど
と
す
る
。

椿
木
寺
　
林
――‐
寺
。
扶
桑
略
記
第
二
十
五
、

天
慶
四
年
条
に
引
く
道
賢
上
人
冥
途
記
に
、

「初
入
二此
金
峰
山
一
即
於
二発
心
門
林
山

寺
一剃
髪
改
ン衣
」
と
あ
る
。
今
の
吉
野
竹

林
院
の
地
と
い
わ
れ
る
。

諸

山

縁

起

生
中
の
間
第
七
度
な
り
。
そ
も
そ
も
今
の
こ
の
行
者
は
、
昔
は
大
倭
州
の
聖
人
、
今
は
大
唐
国
の
第
三
の

仙
人
、
金
剛
山
の
法
起
菩
薩
な
り
。＊鋭
旺
獄
社
「
果
曼
茶
羅
、
翻
ゲ
峨
は
だ
堅
虞
薇
丸
ｏ
鯖
群
既
犠
　ヽ
一

代
峯

・
笠
置
理
は
補
処
の
弥
勒
慈
尊
。
朧
藤
獄
糧
「
因
曼
茶
羅
な
り
。
三
部
の
秘
法
の
峯
か
く
の
如
し
。

一
代
峯
の
極
め
の
事
は
金
峯
山
縁
起
に
垂
れ
ら
る
。
今
こ
の
峯
に
仙
宮
六
所
あ
り
。
こ
れ
に
因
り
、
上

官
太
子
、
如
法
経
五
部
を
書
写
す
る
に
、　
一
所
に
安
置
し
、
七
重
の
馬
悩
の
石
塔
を
造
り
て
そ
れ
に
内
め

給
ふ
。
そ
の
塔
の
本
に
黒
自
の
石
あ
り
。
そ
の
数
を
知
ら
ず
。
こ
こ
に
役
行
者
、
随
喜
の
意
を
至
し
て
信

心
を
発
し
、
笠
置
握
に
於
い
て
両
部
の
如
法
経
を
書
き
、
石
中
に
安
置
し
給
ふ
。
働
っ
て
天
人
‥聖
衆
下

り
て
供
養
し
奉
る
所
な
り
。
そ
の
供
養
今
に
絶
え
ず
。
か
の
金
峯
山
は
こ
れ
兜
率
天
の
内
院
に
し
て
、
今

の
こ
の
一
代
笠
置
峯
は
兜
率
天
の
外
院
な
り
。
こ
の
峯
に
一
麟
修
行
す
る
輩
は
、
必
ず
知
足
天
に
往
生
し

極
楽
に
於
い
て
自
在
を
得
ん
か
。
全
く
以
て
疑
ひ
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
か
。
そ
の
後
来
た
り
去
る
に
於
い
て

は
、
僅
か
に
二
百
余
歳
な
る
の
み
。
改
め
て
今
、
仏
子
道
賢
修
行
の
事
、
生
中
の
間
第
九
度
な
り
。
今
始

め
て
延
喜
八
年
の
秋
八
月
十
二
日
を
以
て
、
笠
置
確
に
挙
登
し
五
七
日
籠
る
。
そ
の
間
二
部
の
秘
法
の
曼

茶
羅
を
十
二
時
勤
修
す
。
そ
の
間
天
人
の
供
養
を
得
一
り
。
縦
広
四
十
里
に
し
て
、
池

の
内
に
七
宝
満
ち
、

天
人
、
仏
子
に
　
，
告
ぢ
て
言
は
く
、
コ
」
の
下
に
池
長

池
上
に
石
像
の
慈
尊
あ
り
。
僅
か
に
四
百
余
歳
な
り
。
も
し
こ
の
地
に
於
い
て
至
心
に
法
の
如
く
修
行
せ

ば
、
必
ず
極
楽
世
界
に
往
生
し
、
現
在
は
所
願
に
随
ひ
て
財
宝
を
与
へ
ん
か
」
と
。
仏
子
間
ひ
て
日
は
く
、

「
こ
の
峯
に
修
行
す
る
者
は
、
必
ず
天
魔
の
難
を
除
き
、
ま
た
心
中
の
お
の
お
の
の
願
ひ
を
成
就
す
る
や
」

と
。
天
等
答
へ
て
日
は
く
、
Ｆ
」
の
上
に
来
た
る
者
は
生

な
，ビ
だ
在
々
処
々
の
間
、
我
等
守
護
し
、
ま

た
そ
の
心
中
の
所
願
を
成
就
せ
ん
」
と
云
々
。

仏
子
い
よ
い
ょ
信
を
発
し
、
我
が
身
の
皮
を
刺
ぎ
、
三
部
の
大
法
の
秘
密
曼
茶
羅
を
図
絵
し
奉
り
、
以

て
虚
空
蔵
の
石
屋
の
竜
穴
の
中
に
小

一
里
許
り
入
る
。
然
る
間
、
石
門
あ
り
。
堂
の
戸
を
開
き
て
こ
れ
を

見
る
に
、
大
日
の
官
殿
あ
り
。
且
く
思
惟
す
る
間
、
持
兄
三
洛
又
を
満
た
す
。
そ
の
時
、
宮
殿
の
内
よ
り

二
人
の
鬼
神
出
で
来
た
る
。
問
ひ
て
日
は
く
、
「汝
は
何
者
な
る
や
」
と
。
仏
子
答
へ
て
日
は
く
、
「
日
本

国
金
峯
山
の
椿
木
寺
に
住
む
沙
門
道
賢
な
り
」
と
。
返
り
て
問
ひ
て
日
は
く
、
「君
は
誰
れ
人
な
る
や
」

一
三
七

―

―
―

―

―

‐―

Ｉ

Ｉ

Ｌ

Ｅ

■

■



諸

山

緑

起

天
童
子
　
天
童
。
童
形
を
現
し
て
仏
法
を

守
護
す
る
神
。

伴
　
後
に

「伴
峯
」
と
あ
る
が
、
未
詳
。

両
部
の
大
乗
経
　
両
部
の
大
経
か
。
両
部

の
大
経
は
、
大
日
経
と
金
剛
頂
経
を
い
い
、

密
教
の
根
本
経
典
。

転
読
　
広
義
に
は
経
典
を
読
誦
す
る
こ
と
。

普
通
は
、
大
部
の
経
典
の
初
中
終
の
数
行

の
み
を
読
み
、
あ
と
は
経
を
繰
っ
て
読
経

に
擬
す
こ
と
。

二
部
の
峯
　
金
峯
山

・
笠
置
山

・
熊
野
の

三
山
。

書
閣
颯
山
　
霊
鷲
山

・
鷲
峰
山
と
訳
す
。

中
イ
ン
ド
マ
ガ
グ
国
の
首
都
王
舎
城
の
東

北
に
あ
る
山
。
釈
尊
説
法
の
地
と
し
て
有

名
。
成
亥
　
北
西
ｃ

高
声
責
子
　
金
剛
童
子
を
さ
す
か
。
証
菩

提
出
に
は
、
大
峯
金
剛
童
子
次
第
住
所
日

記
に

「高
声
童
子
香
正
童
子
中
」
と
あ
り
、

大
峯
八
大
金
剛
童
子
の
一
、
香
精
（正
）童

子
と
関
係
あ
る
ら
し
い
。

延
妥
十
六
年
　
九

一
六
年
。

峯
間
の
宿
所
廿
所
　
こ
の
三
十
ヵ
所
の
宿

は
、
笠
饉
山
近
辺
の
修
行
の
宿
と
考
え
ら

れ
る
。

と
。
答
へ
て
云
は
く
、
「我
ら
二
人
は
天
童
子
な
り
」
と
。
仏
子
ま
た
問
ひ
て
云
は
く
、
Ｆ
」
の
土
は
何
れ

の
所
な
る
や
」
と
。
二
天
答
へ
て
云
は
く
、
Ｆ
」
の
土
は
こ
れ
兜
率
天
の
外
院
な
り
。
こ
れ
に
因
り
慈
尊

の
聖
な
る
御
然
を
顕
は
し
奉
る
」
と
云
た
。
こ
こ
に
仏
子
い
よ
い
よ
信
を
致
し
、
強
ち
に
こ
の
所
に
於
い

て
図
絵
の
二
部
の
大
法
の
晏
茶
羅
を
安
置
し
奉
る
こ
と
已
に
畢
ん
ぬ
。

こ
の
石
屋
を
出
で
て
後
、
こ
の
峯
に
修
行
し
給
ふ
間
、
伴
に
仙
官
あ
り
。
こ
の
内
に
両
部
の
大
乗
経
を

読
誦
す
る
僧
坐
す
。
聖
人
こ
れ
を
見
て
、
随
喜
の
意
を
発
し
首
頂
を
摩
し
て
云
は
く
、
「我
、
人
と
共

に

両
部
の
大
乗
を
転
読
せ
ん
」
と
云
々
。
件
の
伴
峯
の
西
面
の
滝
の
上
に
石
門
あ
る
な
り
。
僧
云
は
く
、

「我
が
身
他
国
に
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
心
は
常
に
三
部
の
峯
に
あ
り
」
と
云
々
。
件
の
僧
は
昔
の
役
行
者
、

第
二
の
仙
人
な
り
。
こ
こ
に
行
者

・
日
蔵
の
両
人
、
「我
等
、
こ
の
峯
に
住
み
て
末
代
の
行
者
を
守
護
せ

ん
」
と
云
々
。
当
山
は
こ
れ
こ
の
土
の
地
に
非
ず
。
但
し
者
閣
堀
山
の
成
亥
の
角
開
け
て
、
こ
の
上
に
来

た
る
な
り
。
そ
の
時
、
他
国
の
高
声
童
子
、
常
に
こ
の
山
に
来
た
る
な
り
。
六
人
な
り
。
そ
の
間
、
金
峯

山
の
高
声
童
子
二
人
渡
り
給
ふ
。
滝
蔵
に
一
人
、
今

一
人
は
峯
間
に
あ
り
。
行
者
を
随
意
に
守
護
し
給
ふ
。

井
び
に
八
大
童
子
と
成
る
と
云
々
。

始
め
延
喜
十
六
年
五
月
十
二
日
に
こ
の
縁
起
を
顕
は
す
な
り
。

（第
二
十
項
）

峯
間
の
宿
所
升
所
と
云
々
。

一
、
楊
↑
町
、
字
ウ
ツ
タ
↓
。
二
、
阿
弥
陀
↑
五
丁
、
峯
τ

〓
一、
西
方
↑
八
丁
、
も
ｏ
四
、
大
般
若
↑
丁
、
８
。



書
１１
に
＝
　
メ
曽
０
円
コ
■
ン
第
０
励
日

配
に

「高
声
童
子
香
正
童
子
中
」
と
あ
り
、

大
半
八
大
金
剛
童
子
の
一
、
香
結
〈正
）童

子
と
関
係
あ
る
ら
し
い
。

廷
署
十
六
年
　
九

一
六
年
。

峯
間
の
宿
所
廿
所
　
こ
の
三
十
ヵ
所
の
宿

は
、
笠
置
山
近
辺
の
修
行
の
宿
と
考
え
ら

れ
る
。

こ
の
峯
　
笠
置
山
で
あ
ろ
う
。

機
根
　
機
と
も
い
う
。
縁
に
あ
っ
て
発
動

す
べ
き
可
能
性
。
仏
の
教
化
を
う
け
る
も

の
に
備
わ
る
能
力

・
素
質
を
い
う
。

慶
政
　
「猪
熊
本
比
良
山
古
人
霊
託
勘
註
」

に
よ
れ
ば
、
九
条
良
経
の
子
で
道
家
の
兄
。

幼
時
不
興
と
な
り
出
家
し
た
と
い
う
。
三

井
寺
で
修
行
し
建
保
五
年
頃
入
宋
、
の
ち

西
山
に
法
華
山
寺
を
創
建
し
て
住
む
。

証
（勝
）月
房
と
号
す
。
往
生
伝
な
ど
の
書

写
が
多
く
、
「閑
居
友
」
の
作
者
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
文
永
五
年
３
一炎
）寂
、
八

十
歳
。
平
林
盛
得

「慶
政
上
人
伝
考
補
遺
」

３
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
四
十
五
年
六
月

号
）参
照
。

行
蓮
公
　
未
詳
。
尊
卑
分
脈

。
公
卿
補
任

な
ど
に
も
、
該
当
す
る
人
物
が
見
当
ら
な

い
。
源
少
納
言
信
実
　
同
右
。

諸

山

縁

起

　

　

ヽ

始
め
延
喜
十
六
年
五
月
十
二
日
に
こ
の
縁
起
を
顕
は
す
な
り
。

（第
二
十
項
）

峯
間
の
宿
所
升
所
と
云
々
。

一
、
楊
↑
町
、
費
”
ツ
タ
↓
ｏ
二
、
阿
弥
陀
↑
五
丁
、
峯
ヽ

西
方
↑
八
丁
、
峯
Ｙ

四
、
大
般
若
字
丁
、
ぶ
ｏ

五
、
国
見
↑
丁
、
西
Ｘ

六
、
石
本
弁
丁
、
東
Ｘ

七
、
如
法
宍
丁
、
東
る

八
、
岡
本
↑
八
丁
、
西
Ｘ

九
、
辻

↑
丁
、
西
Υ

十
、
尾
上
↑
一ハ丁
、
東
西
水
な
し
。
十

一
、
手
車
↑
こ
。
十
二
、
弥
勒
↑
五
こ
。
十
三
、
往
生

院
↑
こ
。
十
四
、
堂
本
↑
五
丁
、
も
。
十
五
、
最
勝
金
丁
、
西
〉。
十
六
、
如
意
↑

一
丁
、
東
Ｏ
。
十
七
、

法
花
字
丁
、
西
τ

十
八
、
普
賢
含
丁
、
西
％

十
九
、
金
剛
↑
丁
、
西
τ

廿
、
峯
↑
五
丁
、
３
。
十

一
、
椿

木
↑
丁
、
西
Υ

十
二
、
無
量
↑
丁
、
西
τ

十
三
、
今
御
竹
↑
丁
、
洒
％

十
四
、
滝
本
↑
丁
、
西
〉。
十
五
、

石
上
↑
一〒
、
８
。
十
六
、
郷
見
↑
丁
、
ふ
。
十
七
、
石
屋
室
↑
可
、
本
。
十
八
、
松
本
↑
一〒
、
こ
”
廿

九
、
井
本
↑

一
丁
、
８
。
升
、
長
谷
峯
↑
丁
、
ぶ
。

但
し
、
ど
の
峯
に
南
北
両
山
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
南
山
に
於
い
て
は
こ
れ
を
除
く
。
そ
の
故
は
末
代
の

行
者
、
機
根
に
堪
へ
ざ
る
故
な
り
。
そ
の
意
の
起
り
は
、
南
山
の
中
に
十
余
丈
の
黒
き
地
あ
り
。
人
を
見

て
極
め
て
悦
ぶ
。
後
に
大
鬼
王
と
成
る
。
字
冠
，
ヶ
ニ
ア
↓
。
そ
の
峯
の
頂
よ
り
十
五
町
に
池
あ
り
。
色

は
赤
自
な
り
。
黒
自
の
地
そ
の
数
を
知
ら
ず
と
云
た
。

酬
Ｅ
、
社
の
如
く
写
し
鷲
ん
ぬ
。
射
政
本
な
り
。

己
上
、
行
蓮
公
含
少
納
言
信
実
の
孫
な
り
〉
を
以
て
こ
れ
を
書
写
せ
し
め
了
ん
ぬ
。

但
し
文
字
の
尤
も
不
審
な
る
は
、
す
べ
か
ら
く
他
本
を
請
ひ
て
こ
れ
を
交
勘
す
べ
き
の
み
。

慶
政
本
な
り
。

一
二
九



節
ギ

以
十
五
日
刀
時
、
北
斗
大
師
蔦
木
之
神
仙
峯
到
着
、

状
峯
金
剛
童
子
御
迎
参
、
随
来
着
所
名
云
空
鉢
嶽
、

爆
臓
時
子
ヽ

一　
・裁
王

遜
見
大
峯
方
、
即
時

同
日
午
時
剋
御
法
事
、

（第
十
七
項
）

一　
峯
　
宿

熊
野
宿
　
西
方
々
　
備
々
　
粟
谷
々
　
備
別
所
々
　
八
重
々
　
吹
越
々
　
相

西
々
　
山
西
々
　
黒
坂
々
　
烏
摩
馬
々
　
垂
子
々
　
金
剛
多
輸
々
　
般
若
々

安
日
々
　
水
飲
々
　
陽
甲
井
々
　
玉
木
々
　
宇
河
々
　
道
気
々
　
古
屋
々

恩
智
々
　
林
々
　
星
々
　
霧
々
　
高
屋
々
　
東
尾
々
　
八
重
々
　
苔
フ
久
輪

々
　
金
地
々
　
仙
洞
々
　
雨
木
々
　
瑠
璃
々
　
覚
輪
々
　
奇
々
　
五
膳
々

塔
印
々
　
智
恵

々
〈又
ウ
タ
ノ
ト
マ
リ
〉

平
地

々
　
多
宝

々
〈Ｘ
ム
持
経
者
〉

箱
々
　
朴
々
〈又
云
如
来
〉

小
篠
々
　
池
々
　
深
多
輪
々
　
仙
行
寺
（
々
）

武

清
々
　
神
仙
々
　
空
鉢
々
　
剣
嶽
々
　
十
功
徳
々
　
教
経
々
　
楊
枝
々
　
禅

師
還
々
　
鈴
法
々
〈大
行
者
〉

車
路
々
　
教
法
々
　
吉
野
熊
野
々
　
皮
走
々

小
池
々
　
横
尾
々
　
小
種
々
　
剣
御
山
々
　
柏
児
々
　
七
池
々
　
小
宿
々

大
篠
々
　
腋
々
　
小
篠
々
　
コ
ケ
ノ
々
　
神
福
仙
々
　
涌
々
　
鈴
懸
々
　
石

林
々
　
鞍
懸
々
　
智
有
々
〈寺
祗
蘭
也
〉

観
音
々
〈□
七
高
也
〉

法
浄
仙
々
〈青

篠
也
〉

当
熟
仙
稜
〈株
也
〉

戒
経
仙
々
〈野
除
也
、
剣
光
童
子
中
〉

王
就
仙

（
々
×
丹
治
坂
本
也
、
金
剛
童
子
〉

（第
十
八
項
）

葛
本
峯
金
剛
童
子
御
名

一
　

一
乗
山
　
経
護
童
子
　
　
須
弥
頂
仏
御
垂
跡

原
漢

文

〈諸
山
縁
起
）

入
石
箱
地
底
奉
安
置
云
々
、
先
達
伝
之
、
此
等
要
事
皆
悉
縁
記
文
也
云
々

一
一　
大
福
山
　
福
集
々
々
　
　
師
子
相
仏
々
々
々

〓
一　
金
剛
山
　
常
行
々
々
　
　
常
減
仏
々
々
々

四
　
二
上
峯
　
集
飯
々
々
　
　
梵
相
仏
々
々
々

五
　
入
江
　
　
宿
斉
々
々
　
　
度

一
切
世
間
苦
悩
仏
々
々
々

ュハ　
鳴
滝
　
　
禅
前
々
々
　
　
須
弥
相
仏
々
々
々

七
　
一
一宿
　
　
羅
網
々
々
　
　
雲
自
在
王
仏
々
々
々

八
　
金
剛
山
　
未
出
光
童
子
　
涌
出
口
御
座

東
北
方
仏
名
壊

一
切
世
問
怖
畏
、
第
六
我
尺
迦
牟
尼
仏
云
々

信
雅
僧
正
御
房
御
注
記
云
々

大
峯
金
剛
童
子
御
名

吹
越
　
後
世
壷
子
　
　
多
輪
　
除
魔
童
子
　
　
水
飲
　
慈
悲
童
子

手
巻
　
悪
除
童
子
　
　
篠
　
　
剣
光
童
子
　
　
深
山
　
香
精
童
子

禅
師
　
検
増
童
子
　
　
笙
巌
　
虚
空
童
子

五
岳
仙

地
主
仙
　
持
経
仙
　
上嘔
角
仙
　
如
意
仙
　
摩
尼
仙

三
百
仙
人
之
内
以
五
岳
仙
為
上
首

（第
十
九
項
）

一
代
峯
縁
起
　
　
仏
子
道
賢
、
今
号
日
蔵

一一二
ハ
一



原

洪

文

（諸
山
縁
起
）

夫
以
大
倭
国
東
北
拐
在
高
山
、
名
日

一
代
峯
、
前
後
有
信
山
、
其
中
右
禅
僧

数
五
百
余
人
、
是
則
非
他
人
、
弥
勒
観
音
化
身
也
、
愛
役
優
婆
塞
金
剛
山
行

考
、
去
以
白
鳳
十
二
年
夏
四
月
十
二
日
、
始
挙
登
此
峯
修
行
、
生
中
之
問
第

七
度
、
抑
今
是
行
者
昔
大
倭
州
聖
人
、
今
大
膚
国
第
二
仙
人
金
剛
山
法
起
菩

藤
、
金
剛
界
峯
果
曼
茶
羅
金
峯
山
大
聖
威
徳
天
、
蘇
悉
地
峯

一
代
峯
笠
置
握

補
処
弥
勒
慈
尊
、
胎
蔵
界
峯
因
曼
茶
羅
、
三
部
秘
法
峯
如
是
癸
、　
一
代
峯
極

事
金
峯
山
縁
起
被
垂
実
、
今
斯
峯
有
仙
宮
六
所
、
因
数
上
官
太
子
如
法
経
五

部
於
書
写
、　
一
所
安
置
造
七
重
馬
悩
石
塔
其
内
給
、
共
塔
本
有
黒
由
石
、
不

知
其
数
、
愛
役
行
者
至
随
喜
意
発
信
心
、
於
笠
置
晨
山
部
如
法
経
書
安
置
石

中
給
、
傷
天
人
聖
衆
下
所
奉
供
養
也
、
共
供
養
千
今
不
絶
、
彼
金
峯
山
是
兜

率
天
内
院
、
今
此

一
代
笠
置
峯
兜
率
天
外
院
也
、
此
峯

一
度
修
行
輩
者
、
必

往
生
知
足
天
得
於
極
楽
自
在
乎
、
全
以
不
可
有
疑
歎
、
其
後
於
来
去
僅
二
百

余
歳
耳
、
改
今
仏
子
道
賢
修
行
事
生
中
之
問
第
九
度
、
今
始
以
延
喜
八
年
秋

八
月
十
二
日
、
笠
置
握
挙
登
五
七
日
籠
、
其
間
二
部
秘
法
曼
茶
羅
十
二
時
勤

修
、
其
問
得
天
人
供
養
、
天
人
告
仏
子
言
、
此
下
有
池
、
縦
広
四
十
里
、
池

内
満
七
宝
池
上
有
石
像
慈
尊
、
饉
四
百
余
歳
、
若
於
此
地
至
心
如
法
修
行
者
、

必
往
生
極
楽
世
界
、
現
在
随
所
願
与
財
宝
乎
、
仏
子
間
日
、
此
峯
修
行
者
、

必
除
天
魔
難
又
心
中
各
願
為
成
就
耶
、
天
等
答
日
、
此
土
来
者
生
々
世
々
在

々
処
々
之
間
、
我
等
守
護
又
共
心
中
所
願
為
成
就
云
々
、
仏
子
弥
発
信
我
身

皮
剥
、
二
部
大
法
秘
密
曼
茶
羅
奉
図
絵
、
以
虚
空
蔵
石
屋
竜
穴
中
入
小

一
里

一一一エハ
二

許
、
然
間
有
石
門
、
堂
戸
開
見
之
、
在
大
日
官
殿
、
且
思
惟
問
持
児
満
三
洛

叉
、
爾
時
従
官
殿
内
二
人
鬼
神
出
来
、
間
日
、
汝
何
者
耶
、
仏
子
答
日
、
日

木
国
金
峯
山
林
木
寺
住
沙
円
道
賢
也
、
返
問
日
、
君
誰
人
、
答
云
、
我
二
人

天
壺
子
也
、
仏
子
又
問
云
、
此
土
何
所
耶
、
二
天
答
云
、
此
土
是
兜
率
天
外

院
也
、
因
数
奉
顕
慈
尊
聖
御
妹
云
々
、
愛
仏
子
弥
致
信
、
強
於
此
所
不
安
置

図
絵
三
部
大
法
曼
茶
羅
已
畢
、
此
石
屋
出
後
、
此
峯
修
行
給
間
、
伴
有
仙
官
、

此
内
両
部
大
乗
経
読
誦
僧
坐
、
聖
人
見
之
発
随
喜
意
摩
首
頂
云
、
我
人
共
両

部
大
乗
転
読
云
々
、
件
伴
峯
西
面
滝
上
有
石
円
也
、
僧
云
、
我
身
雖
有
他
国

心
常
有
二
部
峯
云
々
、
件
僧
者
昔
役
行
者
第
二
仙
人
也
、
安
行
者
日
蔵
両
人
、

我
等
住
此
峯
末
代
行
者
守
護
云
々
、
当
山
是
非
此
土
地
、
但
者
閣
堀
山
戊
亥

角
閥
此
土
来
也
、
其
時
他
国
高
声
童
子
常
此
山
来
、
六
人
也
、
共
問
金
峯
山

高
声
童
子
二
人
渡
給
、
滝
蔵

一
人
、
在
今

一
人
峯
間
、
行
者
随
意
守
護
給
、

井
成
八
大
童
子
癸
云
々

始
延
喜
十
六
年
五
月
十
二
日
此
縁
起
顕
也

峯
問
宿
所
汁
所
云
々

揚
〈十
町
字
ウ
ツ
タ
キ
〉

一
一　
阿
弥
陀
〈十
五
丁
峯
〉

〓
一　
西
方
〈十
八
丁

四
　
大
般
若
〈十
丁
東
〉

五
　
国
見
〈十
丁
西
〉

工（
　
石
木
〈舟
丁
束
）

如
法
〈一ハ
丁
束
〉

八
　
岡
木
〈十
八
丁
西
〉

九
　
辻
〈十
丁
西
〉

十
　
尾

七 o一



ル
を
４
獅
辣
世
界
、
現
在
随
所
願
与
財
宝
乎
、
仏
子
間
日
、
此
峯
修
行
者
、

必
除
天
魔
難
又
心
中
各
願
為
成
就
耶
、
天
等
答
日
、
此
土
来
者
生
々
世
々
在

々
処
々
之
間
、
我
等
守
護
又
共
心
中
所
願
為
成
就
云
々
、
仏
子
弥
発
信
我
身

皮
剥
、
三
部
大
法
秘
密
曼
茶
羅
奉
図
絵
、
以
虚
空
蔵
石
屋
竜
穴
中
入
小

一
里

上
〈十
一ハ
丁
束
西
元
水
〉

十

一　
手
車
〈十
丁
〉

十
二
　
弥
勒
〈十
五
丁
〉

十
三

往
生
院
〈十
丁
〉

十
四
　
堂
木
↑
五
丁
峯
〉

十
五
　
最
勝
盆

丁
西
〉

十
六

如
意
〈十
一
丁
東
谷
〉

十
七
　
法
花
〈廿
丁
西
〉

十
八
　
普
賢
舎
一丁
西
〉

十
九

金
剛
〈十
丁
西
〉

廿
　
峯
〈十
五
丁
東
〉

十

一　
株
木
〈十
丁
西
〉

十
二
　
無

ユ共
十
丁
西
〉

十
三
　
今
御
竹
〈十
丁
西
〉

十
四
　
滝
本
〈十
丁
西
〉

十
五

石
上
〈十
二
Ｔ
東
〉

十
六
　
郷
見
〈十
丁
東
〉

十
七
　
石
屋
室
〈十
丁
束
〉

十

八
　
松
本
〈十
一一丁
西
〉

十
九
　
井
本
〈十
一
丁
束
〉

丹
　
長
谷
峯
〈十
丁
東
〉

但
此
峯
雖
有
南
北
両
山
於
南
山
考
除
之
、
其
故
者
末
代
行
老
不
堪
機
根
故
也
、

其
意
起
者
、
南
山
中
有
十
余
丈
黒
地
、
見
人
極
悦
、
後
成
大
鬼
王
、
字
冠

〈タ
ケ
ニ
ア
リ
〉、
共
峯
頂
十
五
町
有
池
、
色
赤
白
也
、
黒
自
地
共
数
不
知
云
々

已
上
如
木
写
了
、
慶
政
本

巳
上
以
行
蓮
公
〈源
少
納
言
信
実
孫
〉令
書
写
之
了

但
文
字
尤
不
審
須
請
他
本
交
勘
之
耳

慶
政
本

原

洪

文

（諸
山
縁
起
）

峯
問
宿
所
丹
所
云
々

揚
〈十
町
字
ウ
ツ
タ
キ
〉

一
一　
阿
弥
陀
〈十
五
丁
峯
）

〓
一　
西
方
〈十
八
丁

四
　
大
般
若
〈十
丁
東
〉

五
　
国
見
〈十
丁
西
〉

工（
　
石
木
〈井
丁
束
〉

如
法
〈一ハ
丁
東
〉

八
　
岡
本
〈十
八
丁
西
〉

九
　
辻
〈十
丁
西
〉

十
　
尾
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補
　
　
注

（諸
山
縁
起
）

山
な
ど
を
経
て
さ
ら
に
北
に
の
び
る
丘
陵
の
北
端
、
淀
川
に
面
し
て
鎮
座
す
る
石
清
水

八
幡
宮
（京
都
府
綴
喜
郡
八
幡
町
）
を
さ
す
か
。

書
提
院
権
別
当
上
綱
２
〓
０
７
）
　

菩
提
院
は
典
福
寺
伽
藍
の
南
東
に
あ
り
、
玄
防
の
い

た
所
と
伝
え
ら
れ
る
。
上
綱
は
僧
職
の
三
綱
中
の
上
座
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
誰
を
さ

す
か
未
詳
。

全
剛
童
子
の
御
名
２
三
五
３
　
　
こ
の
人
体
の
金
剛
童
子
と
そ
の
作
所
、
重
迩
し
た
仏
の

名
は
、
す
で
に
第
十
三
項
の

「転
法
輪
山
　
宿
の
次
第
」
に
出
て
い
る
。
須
弥
頂
仏
以

下
の
人
仏
は
、
法
華
経
化
城
喩
品
に
出
る
十
六
仏
の
う
ち
で
あ
り
、
残
り
の
八
仏
は
、

第
十

一
項
の

「大
峯
の
金
剛
童
子
の
次
第
、
住
所
の
日
記
」
に
出
る
。
こ
れ
ら
は
、
大

通
智
勝
仏
在
俗
の
時
の
十
六
人
の
王
子
が
出
家
し
、
悟
り
を
開
い
て
仏
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。

五
岳
仙
■
三
六
↓

　

証
菩
提
山
に
は

「五
角
峰
有
二五
人
仙
人
一。
所
調
持
児
仙

・
持
養

仙

・
摩
尼
仙

・
”
仙

・
高
名
仙
也
。
是
則
五
智
如
来
。
云
云
」
と
あ
る
。　
〓

一九
頁
に

は

「五
角
山
」
が
あ
る
。
五
岳
と
は
こ
の
五
角
山
を
さ
す
か
。

一
代
峯
縁
起
２
三
六
↓
　
　
一
代
峯
は

「大
倭
国
の
東
北
の
拐
」
に
あ
る
と
い
い
、
後
文

に
も

「
一
代
笠
置
峯
」
と
あ
る
か
ら
、
笠
置
山
を
さ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
笠
置
寺

縁
起
（大
日
本
仏
教
企
書

一
一
八
所
収
）
に
も

「
一
代
之
峯
」
と
あ
る
。
こ
の
縁
起
は
ほ

ぼ
同
文
が
阿
娑
糾
抄
巻
二
〇
二

「名
所
事
」
に
出
て
い
る
。

白
鳳
十
二
年
２
三
六
じ

　

笠
置
寺
縁
起
に
は

「役
優
婆
塞
、
―‥―
鳳
十
二
年
千
中
卯
月
十

四
日
登
当
山
詣
千
手
窟
。
則
北
峯

一
代
之
峯
始
行
給
者
也
」
と
あ
る
。

金
則
界
峯
…
２
三
六
じ

　

普
通
に
は
金
峯
山
が
金
剛
界
、
熊
野
が
胎
蔵
界
と
さ
れ
る
。

笠
置
寺
縁
起
に
は

「山
者
非
二此
土
之
地
“
者
闊
堀
山
之
霊
峯
欠
落
来
現
。
袖
処
弥
勒

慈
尊
胎
蔵
界
之
峯
也
」
と
あ
り
、
笠
置
を
胎
蔵
界
と
す
る
。

笠
置
彊
２
三
六
じ

　

笠
置
山
に
は
笠
置
寺
が
あ
る
が
、
こ
の
寺
は
天
智
天
皇
の
皇
子
が

危
難
を
ま
ぬ
が
れ
た
報
恩
に
刻
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
弥
勤
の
大
磨
崖
仏
を
木
尊
と
し
、

四
〇
六

弥
勧
信
仰
の
一
つ
の
中
心
で
あ
っ
た
。
本
縁
起
に
笠
置
を
兜
率
天
の
外
院
と
し
、
弥
勒

仏
の
こ
と
が
し
ば
し
ば
出
る
の
も
そ
れ
と
関
わ
り
が
あ
る
。

補
処
の
弥
勒
慈
尊
２
三
六
じ
　
　
弥
勒
菩
薩
は
現
在
は
兜
率
天
に
い
る
が
、
釈
尊
の
入
減

の
五
十
六
億
七
千
万
年
後
に
こ
の
世
に
下
降
し
成
仏
し
て
、
釈
尊
の
済
度
に
も
れ
た

一

切
の
衆
生
を
救
う
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
釈
尊
に
か
わ
っ
て
次
の
仏
に
な
る
の
で
、

仏
の
住
処
を
補
う
と
い
う
意
味
で
、　
一
生
袖
処
の
書
薩
、
補
処
の
弥
動
と
呼
ば
れ
る
。

慈
尊
は
弥
勒
の
洪
訳
慈
氏
の
尊
称
。

延
喜
八
年
…
２
三
七
↓

　
こ
れ
以
下
ｌｉ
、
，
置
寺
縁
起
に
■
、
「第
六
十
代
般
測
天
ｉ
測

宇
延
喜
八
年
戊
辰
八
月
十
二
日
。
金
イ
山
之
沙
門
道
賢
日
蔵
上
人
登
二当
山
千
手
之
窟
・。

五
七
日
参
籠
給
。
共
間
二
部
秘
法
之
畳
陀
羅
十
二
時
今
二
勤
行
「
愛
化
人
告
日
。
此
山

有
ン池
。
方
四
十
里
。
池
之
中
七
宝
満
。
共
池
上
弥
勒
御
坐
。
則
兜
率
内
院
云
々
。
道

賢
得
二彼
告
一。
弥
発
二信
心
一致
二誠
祈
請
・。
入
二彼
窟
Ｌ
型
兜
率
天
一。
剥
二骨
皮
≡
一部
大

宝
之
畳
陀
羅
書
写
。
ｔ
穴
之
左
辺
納
レ之
。
青
役
行
者
如
法
経
二
部
書
給
而
奉
二納
窟
之

石
中
・。
今
亦
道
賢
如
法
経
書
写
。
而
彼
霊
窟
之
左
辺
令
二奉
納

処́
。
新
得
二天
人
之
供

養
「
種
々
奇
特
不
′連
二
兵
記
”
共
後

一
代
之
峯
令
二中
絶
一。
再
開
而
修
行
」
と
あ

る
。

道
賢
と
役
行
者
が
会
っ
た
こ
と
は
出
て
い
な
い
。

虚
空
蔵
の
石
屋
の
竜
穴
２
三
七
じ
　
笠
置
寺
縁
起
に
は
、
天
平
勝
宝
三
年
Ｃ
二
）実
忠
和

尚
が
笠
眈
寺
の
竜
大
に
入
り
、
北
方

へ
一
■
余
行

っ
て
兜
率
の
内
院
に
至
っ
た
記
事
が

あ
る
。
東
大
寺
修
二
会
（お
水
取
り
）
の
縁
起
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
記
述

と
似
て
い
る
。


